
1 

議案第31号 

   飾区立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の

一部を改正する条例                            

 上記の議案を提出する。              

  令和元年６月５日 

                     提出者 飾区長 青 木 克 德   

 

（提案理由） 

 公務災害補償の補償基礎額及び介護補償の限度額を改める必要があるので、本案を提出

いたします。 

 

   飾区立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の

一部を改正する条例 

 飾区立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例（平成

14年 飾区条例第４号）の一部を次のように改正する。 

 第12条第１項第２号中「生活介護（次号」を「生活介護（同号」に改め、同条第２項第

１号中「とき（次号」を「とき（同号」に、「10万5,290円」を「16万5,150円」に改め、

同項第２号中「５万7,190円」を「７万790円」に改め、同項第３号中「とき（次号」を

「とき（同号」に、「５万2,650円」を「８万2,580円」に改め、同項第４号中「２万

8,600円」を「３万5,400円」に改める。 

別表１の項中「7,023円」を「7,059円」に、「8,724円」を「8,730円」に改め、同表２

の項中「6,117円」を「6,135円」に改める。 

   付 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の第12条第２項の規定は、平成31年４月１日（以下「適用日」という。）以後

に支給すべき事由が生じた介護補償について適用し、適用日前に支給すべき事由が生じ

た介護補償については、同項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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３ 改正後の別表の規定は、適用日以後に支給すべき事由が生じた公務災害補償並びに適

用日前に支給すべき事由が生じた傷病補償年金、障害補償年金及び遺族補償年金で適用

日以後の期間について支給すべきものの補償基礎額について適用し、適用日前に支給す

べき事由が生じたその他の公務災害補償の補償基礎額については、同表の規定にかかわ

らず、なお従前の例による。 

４ 適用日からこの条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までの間において、

改正前の第12条第２項の規定に基づく介護補償（適用日から施行日の前日までの間に支

給すべき事由が生じたものに限る。）並びに改正前の別表の規定に基づく傷病補償年金、

障害補償年金及び遺族補償年金（適用日から施行日の前日までの間に係る分に限る。）

並びに同表の規定に基づく休業補償、障害補償一時金、遺族補償一時金及び葬祭補償

（適用日から施行日の前日までの間に支給すべき事由が生じたものに限る。）として支

払われた金額は、これらに相当する改正後の 飾区立学校の学校医、学校歯科医及び学

校薬剤師の公務災害補償に関する条例の規定に基づく公務災害補償の内払とみなす。 


